
令和7年度シラバス 視能訓練士科
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担当教員名

山本　雅美・山㟢　統子

15

時間数（単位数） 授業回数

8 回

年次

1 年次

講義・演習視能学概論

科目名 授業形態

備考

自由記載

開講時期

前期

視能学エキスパート　視能訓練学　第2版 若山曉美　他編 医学書院

視能学　第3版 小林義治  他編 文光堂

成績の評価方法と基準

教科書

書名 著者・編集者名 出版社名

筆記試験

レポート・課題

小テスト

平常点

自由記載

講義内容の理解度を評価する。

種別 割合 評価基準・その他備考

その他

授業の目的・概要

授業計画

内容

ガイダンス・視能矯正の理念

視能矯正の歴史

授業の到達目標

視能矯正の枠組みを理解し、3年間の視能訓練士科での学びに向けてレディネスを整えることを目的とする。
視能訓練士・視能矯正の枠組みを理解できるよう、理念や歴史、倫理などといった項目に分けて講義を進めま
す。
さらに、目指すべき視能訓練士像を描き、主体性を高め、自ら学ぶ力を身につけることを目的としています。

①視能矯正の枠組みを理解する。
②医療社会における視能訓練士の役割を理解し、自分の目指すべき視能訓練士をイメージできる。
③イメージした将来の視能訓練士像を表現し、その実現のために学生生活での目標を組み立てることができる。

視能矯正の展開　①業務の管理と運営

視能矯正の展開　②EBMとNBMによる視能矯正

視能訓練士の倫理

視能訓練士の教育・視能訓練士の資質と適性

グループワーク「目指すべき視能訓練士になるために」

まとめ

グループワークの積極的な取り組み及びワークに関連する提出物をもとに評価する。評価基準は別途示す。

80%

20%

神戸総合医療専門学校

参考文献

書名 著者・編集者名 出版社名

なし

自由記載


